
　国税庁は７月３日平成２９年分の路線価を発表しました。

全国の標準宅地評価額の変動率は全国平均で昨対0.4％と2年連続のプラスとなりました。

東京五輪に向けた再開発等が要因とみられ、路線価トップは32年連続で東京都中央区銀座五丁目

（鳩居堂前）で最高額を更新しました。大都市圏や13都道府県では上昇しましたが、2県は

横ばい、32県は下落と大都市圏と地方の二極化が続いてます。

福島県は1.9％増と上昇率は全国４位となりましたが、原発被災者による住宅需要の落ち着きに

より、昨年の2.3％から上げ幅が縮小しました。

　福島県内においては、福島・郡山・いわき・白川の４市で上昇したものの、それ以外は横ばい

もしくは下落となりました。福島市は3年連続の上昇、郡山市は4年連続で上昇しました。

上昇率では、いわき市平字三町目（いわき駅前大通り）の4.2％が県内最高の伸び率となりました。

県内の最高路線価は郡山駅前通りの１㎡あたり28万5千円で、

いわき市はいわき駅前通りの１㎡あたり12万5千円でした。

住宅需要は高止まりの様相を呈しており、今後、需要と供給の

バランスが崩れ、供給過多となり、値下がりに転じる可能性が

あります。

　　

第123号

ひとくちメモ

夏の暑い時期、日本伝統の簾(すだれ)や葭簀(よしず)を使って、直射日光
を遮り少しでも部屋を涼しくしてみてはいかがでしょうか。直射日光を遮
るだけでなく人目も遮ることができます。エアコンと併用することにより、
省エネにもなります。
一般的に、簾(すだれ)は細く割った竹を糸で結びつなげたものを軒に吊る

して使い、葭簀(よしず)は葦を使い立てかけて使います。
簾(すだれ)は、窓の外に吊るすのと内に吊るすのとがあります。
葭簀(よしず)は、窓の外に設置するため、熱がこもらないというメリットが
あります。
どちらも、見た目もお洒落で落ち着いた雰囲気を醸し出してくれます。

◆路線価・・・毎年１月１日時点において価格の調査が実施され、毎年７月１日に公表
されます。
路線価には「相続税路線価」と「固定資産税路線価」の２種類があり
ますが、一般的には「路線価」といえば「相続税路線価」を指します。

相続税路線価は相続税及び贈与税の算定基準となる土地評価で、公示
地価の８割程度が目安とされています。

公示地価などは敷地そのものについての価格を示すのに対し、
路線価は「路線」に対して価格が付されてます。
ちなみに固定資産税路線価は

土地の固定資産税評価額を決める際の基準となる価格です。


